
平成 18 年度入学試験問題解説 社会 第 2 回 
 
１ 地理分野からの出題です。日本各地の名産品についての文章をとおして、日本地理の基礎的事項の理解を問う 
ています。 

 
問１ 日本の伝統工芸品についての知識を問うています。（ア）の津軽塗はＡの青森県、（ウ）の会津塗はＣの福

島県で生産されますので、⑤が正解です。 
問２ 秋田市の雨温図を選ぶ問題です。秋田市は日本海側に位置し、北西の季節風の影響で冬に多くの雪や雨が

降ることから、正解は②です。 
問３ 関東内陸部の工業についての問題です。関東内陸部において、化学工業の割合は高くないことから、③が

正解です。 
問４ 琵琶湖や琵琶湖周辺について正しく述べているものを選ぶ問題です。淀川は琵琶湖を水源とし、飲料水と

しても使われていることから①と②は誤りと判断できます。また④について、琵琶湖の東岸を通るのは名

神高速道路であることから、正解は③です。 
問５ ほぼかつての東海道五十三次に沿って走る東海道本線沿線の地勢を問うています。東海道本線は、近畿地

方では琵琶湖の南岸から京都を通って神戸にいたるため、大台ケ原に端を発し、和歌山県を通って紀伊水

道に至る②の「紀ノ川」が正解です。 
問６ 熊本県の農業に関する問題です。正解は、八代平野を中心として栽培される「い草」です。 
問７ 天然三大美林についての基本的な出題で、「すぎ（杉）」が正解です。 

 問８ 日本における発電についての問題です。中央高地の川は谷が深く、流量や落差が大きいことから水力発電

にむいています。また、日本の発電源別の総発電量割合は、水力発電が減少傾向にあります。これらをふ

まえ、正解は、グラフ中の番号が①、発電方法は「水力」です。 
 
 
２ 歴史分野からの出題です。滋賀県の地図をとおして、日本の歴史の基礎事項の理解を問うています。 
 
問１ 代表的な遺跡や古墳についての理解を問うています。①は埼玉県にある、漢字が刻まれた鉄剣が出土した

ことで知られる古墳、②は奈良県にある蘇我馬子の墓と伝わる古墳、④は静岡県にある弥生時代を代表す

る遺跡のひとつであることから、③の「加茂岩倉遺跡」が正解です。 
問２ 正解は「天智」天皇です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 
問３ 元禄文化のころの芸能を説明しているのは④です。①と③は室町時代、②は 17 世紀初めの芸能を説明した

ものです。 
問４ Ａは「最澄」、Ｂは「法然」が正解です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 
問５ 「安土城」を「築いた人物」とは織田信長です。したがって正解は、彼を描いたと伝えられる②です。①

は本居宣長、③は徳川吉宗、④は後醍醐天皇です。 
問６ 井伊直弼が調印を断行した「日米修好通商条約」の内容を問うていますので、正解は領事裁判権が規定さ

れている①となります。②は下関条約、③はポツダム宣言、④は日米和親条約の内容です。 
問７ 「岐阜」県が正解です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 
問８ 六波羅探題の任務を書くことが求められていますので、「朝廷の監視」、「京都の警備」および「西国をとり

しまること」のいずれか 1 点について書かれていれば正解とします。 
問９ 奈良時代の聖武天皇の政策を問うています。①は大政奉還後、③は江戸初期、④は平安時代に出されたも

のであることから、②が正解です。 
問 10 東海道新幹線の開通以前のできごとを問うています。東海道新幹線の開通は、アジアで初めて開かれたオ

リンピック東京大会の直前でした。したがって、①および②は、東海道新幹線開通後のできごとと判断で

きます。④は高度経済成長末期に開かれたものですので、正解は③です。 
 
 
３ 公民分野からの出題です。時事的なテーマを題材とした会話文をもとに、基礎的な事項を問うています。 
 



問１ Ａでは最高裁判所についての正確な知識を問うています。最高裁判所は、民事裁判と刑事裁判両方の審理

をおこなうため、②が正解です。 
Ｂで問われている裁判所の権限は「違憲立法審査権」あるいは「違憲法令審査権」です。正しい漢字での

解答のみ正解とします。 
 問２ 法律が成立する過程についての出題です。（あ）は「内閣」、（い）は「公聴会」が正解です。ひらがなでも

正解とします。 
 問３ Ａは、国会の種類について問う基本的な問題です。①の「特別国会」が正解です。 

Ｂは、国会の議決についての出題です。本会議は、総議員の 3 分の 1 以上の出席で成立し、出席議員の過
半数で議決されることから、正解は③です。 

 問４ 小選挙区制のしくみについて問うています。「ひとつの選挙区から１名の代表を選ぶ選挙制度」という内容

が書かれていれば正解です。 
 問５ 日本の社会保障制度についての知識を問うています。「公的扶助」、「社会保険」、「社会福祉」、「公衆衛生」

の 4 つの柱のうち、「年金」は社会保険制度に当てはまることから、②が正解です。 
 問６ 国際連合についての基本的な問題です。正解は④です。 


